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実施計画に示す再編の具体像に基づく各学校の状況について 

 

中学校のあり方実現に向けた再編の具体像 

基本指針に、中学生期は、「思春期を迎える同世代によるコミュニティをしっかりと

構築することを通して、その集団の中での社会性を養うことが重要な時期」と位置付け、

中学校は「中学校期における『ひとづくり』を推進していく上でも、1 学年複数クラス

（36 名以上）の確保を目標とし、再編を検討する」ことを考え方として進めることと

を示しております。 

      したがいまして、令和 10 年度に複数クラスを有することが予想されていない中学校

の 4 校（横田中学校、中西中学校、美都中学校、匹見中学校）の状況を示しています。 

 

横田中学校 

 ・校区は、豊田、高城の 2 地区で、公民館は豊田公民館。 

 ・校区内の小学校は、西益田小学校、美都中学校。 

 ・令和３年に西益田小学校において、コミュニティスクールを設置。 

・保育園と小中学校が連携して「高津川」をテーマとした総合的な学習の時間のカリキュ

ラムを作成・実施。 

・子どもたちを地域全体で受け止めて、おとながともに育てる活動が活発化し、2011 年

には「優れた地域による学校支援活動の推進」文部科学大臣表彰を受賞。 

・令和６年度については、1 年生３１名、2 年生３３名、3 年生３３名の合計９７名。 

・令和１０年度には、合計６４名の生徒数となり、令和６年度と比較して約３分の２にな

ることが見込まれる状況である。 

 

学校名 
令和 6 年度 令和１０年度 

人数 学級数 学年平均 人数 学級数 学年平均 

横田中学校 ９７ ３ ３２．３ ６４ ３ ２１．３ 

益田中学校 ４２１ １２ １４０．３ ４０４ １２ １３４．７ 

合計 ５１８ １６ １７２．７ ４６８ １５ １５６．０ 

（上記の学校間の道のり ８．４ｋｍ） 

（長沢町から益田中学校の道のり ２１．８ｋｍ） 
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中西中学校 

・校区及び公民館ともに二条、中西、美濃の３地区で各地区公民館。 

 ・校区内の小学校は、桂平小学校（令和 2 年度建築）、中西小学校（令和３年度建築）。 

 ・来年度から桂平小学校のコミュニティスクールの設置が期待される。 

・中西小学校は、平成２６年度から美濃小学校、平成２７年度から内田分校と併せ運営。 

・令和６年度については、1 年生１２名、2 年生１６名、3 年生１7 名の合計４５名。 

・令和１０年度の中西中学校については、合計４２名となり、今後の推移としては変わら

ない状況となっている。 

・平成３０年度から西南中と再編し運営を開始されている。 

 

学校名 
令和 6 年度 令和１０年度 

人数 学級数 学年平均 人数 学級数 学年平均 

中西中学校 ４５ ３ １５．０ ４２ ３ １４．０ 

高津中学校 ２００ ６ ６６．７ ２０２ ６ ６７．３ 

合計 ２４５ ９ ８１．７ ２４４ ９ ８１．３ 

（上記の学校間の道のり ７．５ｋｍ） 

（桂平町から高津中学校の道のり １８．５ｋｍ） 

 

高津中学校 

・高津中学校においては令和 8 年 4 月から小野中学校との再編を予定。 

  



3 

 

美都中学校 

・旧町村単位として一つしかない中学校。 

 ・二川、都茂、東仙道の３地区を校区とし、公民館も各地区公民館。 

 ・校区内の小学校は、都茂小学校、東仙道小学校。 

・令和６年度は、1 年生 3 名、2 年生 7 名、3 年生７名の合計１７名。 

・令和１０年度には合計２７名と増加が見られるが、一時的なものであって、生徒数の推

移は概ね変わらない状況となっている。 

・再編を実施、実施中の真砂中、小野中、匹見中と同様に 1 学年の平均人数が１０名程度 

 ・子どもの保護者の中で再編についての協議が進んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 
令和 6 年度 令和１０年度 

人数 学級数 学年平均 人数 学級数 学年平均 

美都中学校  １７ ３ ５．６ ２７ ３ ９．０ 

益田東中学校 ２０５ ６ ６８．３ １７４ ６ ５８．０ 

合計 ２２２ ８ ７４．０ ２０１ ６ ６７．０ 

（上記の学校間の道のり １４．４ｋｍ、板井川から益田東中の道のり ２４．２ｋm） 

 ○ 実施計画 P6 での美都中学校についての記載内容 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 令和 6 年 6 月に美都地区保護者協議会（構成：保、小、中保護者）から教育長に要望書と

アンケートを提出。 

・アンケート（総数７６）内容は、再編を希望、やむなしが多数を占めた。 

再編が良い、再編やむなし ６３％ 

わからない、判断できない  １７％ 

再編を行わず存続する方が良い ２０％ 

・保護者で再編の意思統一は図っていない。 

・地域では、再編に反対よりも不安という意見が多かった。 

・再編を基に地域の中で関係性が悪くなることを懸念する。 

・再編の判断を任せたい。 
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匹見中学校 

 ・旧町村単位として一つしかない中学校。 

・旧匹見町域は豪雪地帯対策特別措置法に基づく豪雪地帯に指定。 

 ・匹見上、匹見下、道川の３地区を校区とし、公民館も各地区公民館。 

 ・校区内の小学校は、匹見小学校。 

 ・小中学校において、コミュニティスクールを設置。 

・匹見小学校は、平成２９年度から道川小学校と再編し、運営している。 

・令和６年度の匹見中学校については、1 年生 2 名、2 年生３名、3 年生１名の合計６名

（男３名、女３名）となっており、今後における生徒数の推移においても変わらない状況

となっている。 

・令和３年４月から匹見小中学校同一校舎運営を開始。 

・再編となると片道１時間以上の遠距離通学が見込まれる。 

 

学校名 
令和 6 年度 令和１０年度 

人数 学級数 学年平均 人数 学級数 学年平均 

匹見中学校 ６ ３ ２．０ ８ ３ ２．７ 

横田中学校 ９７ ３ ３２．３ ６４ ３ ２１．３ 

合計 １０３ ３ ３４．３ ７２ ３ ２４．０ 

（上記の学校間の道のり ２８．0ｋｍ） 

（道川から横田中学校の道のり ４３．７ｋｍ） 

 

 

学校名 
令和 6 年度 令和１０年度 

人数 学級数 学年平均 人数 学級数 学年平均 

匹見中学校 ６ ３ ２．０ ８ ３ ２．７ 

横田中学校 ９７ ３ ３２．３ ６４ ３ ２１．３ 

益田中学校 ４２１ １２ １４０．３ ４０４ １２ １３４．７ 

合計 ５２４ １６ １７４．７ ４７６ １５ １５８．７ 

（上記の学校間の道のり ３６．４ｋｍ） 

（紙祖から益田中学校の道のり ５９．２ｋｍ） 

 


